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私の戦争体験記 

藤田 喜久次（大正 11 年生まれ） 

 

 昭和 18 年 10 月 5日、金谷村
か な や む ら

役場
や く ば

より招 集
しょうしゅう

令状
れいじょう

が届く。長男の私が出征
しゅっせい

してしまうと働き

手が減ると思い懸命
けんめい

に稲刈やはせ作りを行い、3 日後には神奈川県東部八十八部隊第二無線中隊

に入
にゅう

営
えい

するため家を後にした。そこで半年間の教育を受けた後、外
がい

地
ち

に行く者は外泊が許され帰

宅し先祖の墓参りをしてすぐ隊へ戻った。
”

“これが最後だな”と心の中で思った。 

その後電信第二十八連隊に編成
へんせい

され出動命令が下る。3月、雪の相模原町
さがみはらまち

を出発し、九州の門
も

司
じ

港
こう

より出航
しゅっこう

、夜中に釜
ぷ

山
さん

港
こう

下船
げ せ ん

。そこから夜の行軍
こうぐん

4 時間歩いて山
さん

洛
らく

に到着。山
さん

洛
らく

にて実弾
じつだん

を渡

された。
”

“いよいよ戦場だ”満
まん

支
し

国
こっ

境
きょう

を汽車で南下、兵士達の抑
よく

留
りゅう

感
かん

が増す。揚
よう

子
す

江
こう

を船で蕪
ぶ

湖
こ

へ、そしてより上流の湖
こ

口
こう

へと進む。湖
こ

口
こう

にて下船、ここで上陸後初の食事の支度を行った。ク

リークの濁
にご

った水を汲
く

み、沈殿
ちんでん

させて沸
わ

かす。だがマキ割りの道具など無く、毎日必要な飲料水

の確保にも大変な苦労をした。 

第七船団無
む

線
せん

最
さい

後
こう

尾
び

班
はん

として、石
せっ

膏
こう

窟
くつ

へと船で揚
よう

子
す

江
こう

を進む。下船準備のため馬を引いて桟
さん

橋
ばし

を

渡る時、馬があばれ出した。1ヶ月近くも船
せん

倉
そう

に繋
つな

がれていたからだ。後足を骨折した 3頭は薬
やく

殺
さつ

された。馬が減った分その荷物は自分達が分けて背負う事となる。自分の物だけでも精いっぱい

なのに。その上、馬の事故で出発が遅れたため、1 日八里
り

の強
きょう

行
こう

軍
ぐん

が 10 日も続いた。一里
り

を 45

分で歩き 15 分休憩なのだが、その休憩中には馬の水汲みやエサの麦刈り等
など

で自分は休めない。中

隊の列から落
らく

伍
ご

すると匪
ひ

賊
ぞく

達
たち

に襲われるぞと言われたが初
しょ

年
ねん

兵
へい

は歩くのがやっとだった。また私

達最
さい

後
こう

尾
び

班
はん

は軍道
ぐんどう

に近い畑から徴
ちょう

発
はつ

して来いと命じられた。それは、農民の畑の作物を取って来

いということなのだ。中国の農民に迷惑をかけた。私は畑の番をしている老人にタバコを 1 本渡

して、作物を取らせてもらった。現地の貧
まず

しい家の子らが日本兵にタバコを売りに来る。そして

その吸殻
すいがら

を集めて持ち帰る。家でそれを解
ほぐ

して新しく巻き直すのだ。日本兵は吸殻
すいがら

をそのまま子

らに渡してやれば良いのに、わざと足で踏
ふ

み潰
つぶ

すのだ。私は日本人は本当に情
なさ

けないと感じた。 

4 月 24 日、揚
よう

子
す

江
こう

東側で河
か

南
なん

作
さく

戦
せん

開
かい

始
し

。私達は北側の信
しん

陽
よう

地
ち

区
く

にいたが、それに参加するため

高
たか

寺
でら

班
はん

に編
へん

入
にゅう

し、信
しん

陽
よう

花
はな

谷
や

公
こう

館
かん

にて武
ぶ

漢
かん

本
ほん

部
ぶ

と確
かく

山
ざん

との中継を担
にな

うこととなる。確
かく

山
ざん

まで兵士を

迎えに行き信
しん

陽
よう

に戻る任務は他の連絡班が行ったのだが、線
せん

路
ろ

は全
すべ

て中国兵に取り去られてしま

い北
ほく

支
し

まで歩きとなった。北
ほく

支
し

から南下する兵士達の服はボロボロ、半数以上の者が義
ぎ

友
ゆう

の遺
い

骨
こつ

を

抱き足を引きずり、やっとの思いで帰ってきた。「これで勝
かち

戦
いくさ

といえるのか！」声をかけても皆

下を向いたままだった。兵士の中には歩き疲れ、気が変になった者もいた。彼
かれ

は鉄
てつ

道
どう

線
せん

路
ろ

を見た

時“もう歩かなくていいんだ”と喜び、泣いたり笑ったりが止まらず、3 人がかりでやっと連れ

帰ったのだが 3日目に泣き疲れて死んでしまった。 

信
しん

陽
よう

城
じょう

にアンテナを張
は

り終えて本部と交信可能となり、そして苦労して運んで来た爆弾や兵器

を城の物置小屋に運び終えて喜んでいたら、B29、九機
き

の爆
ばく

撃
げき

を受けた。自分達は無
む

傷
きず

であったが

爆
ばく

発
はつ

は二昼
ちゅう

夜
や

続いた。 



12 月 18 日、武
ぶ

漢
かん

軍
ぐん

指
し

揮
き

下
か

の電気通信所に爆
ばく

撃
げき

を受け、この時は中隊 8 名、馬 57 頭が死んだ。

この爆
ばく

撃
げき

は木
もく

造
ぞう

家
か

屋
おく

の日本をどう攻
こう

撃
げき

するのが効
こう

率
りつ

的
てき

かを試
ため

すためのものだったのだ。 

昭和 20 年に入って食
しょく

糧
りょう

不
ぶ

足
そく

が増
ま

し一日二食になる。波
は

隊
たい

本
ほん

部
ぶ

爆
ばく

撃
げき

により荒井班長以下 13 名

死亡。湖
こ

口
こう

にて初
しょ

年
ねん

兵
へい

の輸
ゆ

送
そう

船
せん

龍
りゅう

山
ざん

丸
まる

が魚
ぎょ

雷
らい

に触
ふ

れ沈
ちん

没
ぼつ

、444 名死亡。戦
せん

況
きょう

が日々悪化する頃、

母からの小
こ

包
づつみ

を受け取った。その日は私の誕生日であり只
ただ

々
ただ

母の一
いち

念
ねん

と感じられた。 

通信兵の任務、打
だ

電
でん

により私の手首の痛みはひどくなる一方だったが湿
しっ

布
ぷ

薬
ぐすり

すら無い。幸
さいわ

い

暗号を組む仕事に替えられたので切り込み隊に入れられずに済んで良かった。 

昭和 20 年 7月 17 日、米
べい

英
えい

中
ちゅう

による
”

“ポツダム会談”が始まり、26 日降
こう

伏
ふく

を勧
かん

告
こく

する「ポツダ

ム宣
せん

言
げん

」を発表したが、日本軍はそれを受
じゅ

諾
だく

しなかった。あの時すぐに受
じゅ

諾
だく

していれば、どれ程
ほど

多

くの人の命が助かったか分からないのにと、本当に口
く

惜
や

しい思いに今もさいなまれる。 

そして 8月 15 日、日本軍は正式に停
てい

戦
せん

を申し入れて戦争は終わった。 

昭和 21 年 4月、全
ぜん

中
ちゅう

支
し

復
ふく

員
いん

通
つう

信
しん

統
とう

集
しゅう

団
だん

に転
てん

属
ぞく

となり上
しゃん

海
はい

へ異
い

動
どう

、乗
じょう

船
せん

司
し

令
れい

部
ぶ

無
む

線
せん

通
つう

信
しん

班
はん

勤
きん

務
む

を命ぜられる。7月板
いた

花
はな

班
はん

長
ちょう

以下私も含め 5名は最後まで残ることとなり、その後の復
ふく

員
いん

船
せん

は

いつ来るか不明とされた。が、朝
ちょう

鮮
せん

少
しょう

年
ねん

軍
ぐん

通
つう

信
しん

隊
たい

のおかげで 1週間後に出航することが出来た。

上船時に持ち込みが許可されたのは鉛筆 2本、箸
はし

2膳
ぜん

、下着上下 2枚、上着夏冬各枚。それ以外は

全て実家から届いたハガキまでも没
ぼっ

収
しゅう

された。 


